
地域の自然や文化、観光を含む産業等の教育資源を活用した体験活動  

 

 

 

 

 
１ 活動の概要 

本校では、自然の素晴らしさに気付き、自然を大切にしたり生活を豊かにしたりするこ

とをねらいとして、デントコーンの栽培と、毎年、学校のグラウンドに飛来するタンチョ

ウの給餌活動を行っています。春には、第２学年の生活科において学校農園にタンチョウ

のためのデントコーンを栽培、秋にはデントコーンを収穫し、茎や葉でグランドにタンチ

ョウの目印の二オを立て、冬には、収穫したデントコーンの実を二オの周りに蒔き、タン

チョウの給餌を試みました。 

２ 活動の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ニオを訪れたタンチョウのつがい】 

 

 

 

 

 

 

 

                         

３ Ｎａｖｉポイント               

 

釧路市立阿寒小学校 

春・夏～デントコーンの種まき、水やり、草取りの様子 

   

  

 

  

  

秋～デントコーンの餌づくり、二オ立ての様子 

冬～二オの周りに餌を蒔く様子 

今日は何羽の

タンチョウの

つがいが来る

かな。 

今年もたくさんの 

タンチョウが来て 

くれるかな。 

タンチョウ

のために大

きく育って

ほしいな。 

○ 継続的な栽培で、成長の変化など様々なことに気付き、親身になって世話ができ

るようにすることが大切です。 

○ 地域の特性を生かした学習活動をとおして、動物愛護の気持ちを育むとともに、

地域の自然のすばらしさに気付かせ、大切にする態度を養うことが大切です。 


